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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

二次電池の新たな電解液として注目される濃厚電解液について、電極との界面に形
成される電極表面被膜の力学特性をin situで観測し、充放電において重要な役割を
果たす被膜形成の原理解明を試みた。電極電位制御下において走査プローブ顕微鏡
を用いた界面観測を行った。得られた結果は、界面分光観測の結果とよく合ってお
り、被膜形成原理について合理的な仮説を導き出すことができた。

実験
Experimental

電解液としてはLiTFSAの濃厚アセトニトリル溶液(4.2 M)を用い、作用極としては
金薄膜電極を用いた。乾燥雰囲気下において、濃厚電解液に浸漬した金薄膜電極の
電位を制御しながら、原子間力顕微鏡（AFM）を行った。各電位において、カンチ
レバーが感じる力と表面との距離の関係を調べるフォースカーブ測定を、観測範囲
内の各点にて行った。

結果と考察
Results and Discussion

得られたフォースカーブの数値解析により、界面の粘弾性（ヤング率・凝着力）を
各電位で定量することに成功した。その結果、ある電位を境に両者が大きく変化す
ることがわかった。この結果と、本研究室で行ってきた界面分光観測の結果を合わ
せることで、界面における被膜形成過程に関して、合理的な仮説を導き出すことが
できた。 ただし、粘弾性の絶対値に対する信頼性や再現性については未だ不十分で
あったので、今後測定・校正手法の見直し・確立を進めるよていである。
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